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新
年
の

　
　
ご
あ
い
さ
つ

日
本
政
策
金
融
公
庫 

常
務
取
締
役

　

生
活
衛
生
部
門
長　

岡
部　

修

平
成
29
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
熊
本
や
鳥
取
で
の
地
震
を
は
じ
め
と
す
る
災
害
が
多
発
し
、
景
気
に
及
ぼ
す
影
響
が
懸

念
さ
れ
た
一
方
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
が
過
去
最
高
水
準
に
達
し
た
こ
と
や
、
企
業
収
益
の
改
善
に
よ
る
雇
用
情

勢
の
改
善
が
見
ら
れ
た
こ
と
な
ど
、
日
本
経
済
は
緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
き
ま
し
た
。
新
た
な
年
は
、
こ
う
し

た
景
気
回
復
の
動
き
が
地
域
に
浸
透
し
、
生
活
衛
生
関
係
営
業
の
皆
様
に
と
っ
て
さ
ら
な
る
飛
躍
の
年
と
な
る
こ

と
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

生
活
衛
生
関
係
営
業
は
、
国
民
の
日
常
生
活
に
密
接
に
関
係
し
た
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
を
提
供
し
て
お
り
、
衛
生

水
準
の
維
持
向
上
や
国
民
の
日
常
生
活
の
質
の
向
上
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
に
お
き
ま
し
て
は
、
生
活
衛
生
関
係
営
業
の
皆
様
を
支
援
す
べ
く
、
熊
本
地
震
で
の
被
災

者
の
方
向
け
融
資
制
度
の
創
設
や
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
へ
の
対
応
を
目
的
と
し
た
資
金
の
貸
付
利
率
引
き
下
げ

な
ど
適
時
の
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
生
活
衛
生
貸
付
の
今
年
度
上
半
期
の
融
資
実
績
は
、

前
年
に
比
べ
約
３
割
増
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
生
活
衛
生
同
業
組
合
や
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
た
「
経
営
課
題
解
決
セ
ミ
ナ
ー
」
の

全
国
各
地
で
の
開
催
や
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
・
従
業
員
育
成
等
の
特
徴
的
な
経
営
取
組
事
例
を
収
集
し
た
「
生

衛
業
経
営
ア
イ
デ
ィ
ア
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」
を
は
じ
め
と
し
た
支
援
ツ
ー
ル
の
作
成
な
ど
、
生
活
衛
生
関
係
営
業
の
皆
様

の
経
営
課
題
解
決
に
向
け
た
情
報
発
信
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
は
、
今
後
も
身
近
な
金
融
機
関
と
し
て
よ
り
多
く
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
金
融

面
で
の
積
極
的
な
支
援
に
加
え
、
経
営
課
題
解
決
に
向
け
た
情
報
発
信
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
様
々
な

機
会
を
と
ら
え
て
生
活
衛
生
同
業
組
合
へ
の
加
入
の
働
き
か
け
を
行
い
、
組
合
の
活
性
化
、
ひ
い
て
は
業
界
全
体

の
活
性
化
に
向
け
て
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
ご
発
展
と
ご
繁
栄
の
年
と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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インバウンド対応特集  　インバウンド対応に関するアンケート調査結果

インバウンド対応に関するアンケート調査結果
日本政府観光局（ＪＮＴＯ）の調査によると、2016 年の訪日外国人観光客数は、10 月時点で前年実
績の 2,000 万人を超え過去最高となっており、外国人観光客の受け入れ態勢の整備がこれまでにも増し
て必要となってきています。
今回は、外国人観光客の受け入れを行う事業者の皆様の参考となるよう、インバウンド対応に関するア
ンケート調査結果、専門家のアドバイス、インバウンド対応に取組む企業事例などを特集いたしました。
はじめに、当公庫が実施した「生活衛生関係営業の景気動向等調査特別調査結果（2016 年４～６月期）
から、都道府県別の外国人観光客の増減、外国人観光客に対する今後の方針、外国人観光客を受け入れ
る上での課題などについて紹介いたします。

【自店の属する地域で見かける外国人観光客の増減（都道府県別）】

○�「１年前と比べた自店の属する地域で見かける外国人観光客」が増えたと回答した割合を都道府県別にみると、「京
都府」、「東京都」、「香川県」の順に高くなっています。
○�「香川県」や「石川県」など三大都市圏（※）以外の地方部でも、増えたと回答した割合が高くなっています。
　（※）本調査では「東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県、愛知県、大阪府、京都府、兵庫県」の８都府県をいいます。

　○�外国人観光客に対する今後の方針は、「積極的に受け入れていきたい」、「受け入れてもよい」という前向きな回答
の合計が過半数を占めています。
○�外国人観光客を受け入れる上での課題は、“従業員の語学力の向上 ”、“ メニューや施設内の案内等の外国語表記の
実施 ”、“ 従業員の接客スキルの向上 ”などの「外国語対応」の割合が高くなっています。
○�外国人観光客を受け入れたくない理由は、「日本人客が減ってしまうと感じる」、「外国人客の受け入れ方が分から
ない」、「店舗のイメージが変わってしまう」の順に高くなっています。

【外国人観光客に対する今後の方針・外国人観光客を受け入れる上での課題・外国人観光客を受け入れたくない理由】
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(株)インバウンドにっぽん　代表取締役
慶應義塾大学経済学部卒
都市銀行とＩＴ企業勤務、米国と英国のＭＢＡ留学を経て、宿泊予約サ
イト運営会社の幹部を経験し、2004年に現会社の前身「実践！インバ
ウンド」を起業。
温泉旅館をはじめとした全国の宿泊施設400軒に対する外国人集客サー
ビス、観光地の誘客、コンサルティングを手掛ける。

ＵＲＬ：https://www.jissen-inb.com

これからのインバウンドは都市から地方、
そして地方周遊の時代に

これからのインバウンドは都市から地方、
そして地方周遊の時代に

昨
年
よ
り
も
高
い
伸
び
を
示
す
訪
日

外
国
人
客
数
は
、
２
０
１
６
年
9
月
の

時
点
で
前
年
の
１
年
分
を
超
え
、
過
去

最
高
の
2
4
0
0
万
人
に
迫
る
見
込

み
で
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か

で
、
訪
日
外
国
人
の
人
気
の
行
き
先
は

ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
訪
日
外
国
人
客
数
を
都

道
府
県
別
に
み
る
と
、
東
京
・
大
阪
・

京
都
・
北
海
道
・
沖
縄
と
上
位
は
安
定

し
て
い
る
の
で
す
が
、
近
年
、
地
方
へ

分
散
し
て
い
く
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

観
光
庁
の
調
査
に
よ
る
と
、
三
大

都
市
圏
（
東
京
・
横
浜
、
大
阪
・
神

戸
、
名
古
屋
の
三
都
市
圏
）
へ
の
平

成
27
年
の
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
は

約
4
0
0
0
万
人
と
、
地
方
部
の
約

2
5
0
0
万
人
よ
り
も
依
然
と
し
て

多
い
の
で
す
が
、
伸
び
率
で
見
る
と
地

方
部
の
方
が
三
大
都
市
圏
を
上
回
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。（
参
考

１
、
参
考
２
）

訪
日
外
国
人
が
地
方
に

訪
れ
る
理
由

 
 
 

 

参考１	
 三大都市圏における外国人延べ宿泊者

資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」（平成 27年）より抜粋 

 
 

 

参考２	
 地方部における外国人延べ宿泊者数比

資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」（平成 27年）より抜粋 

参考２　地方部における外国人延べ宿泊者数比較参考１　三大都市圏における外国人延べ宿泊者数比較

資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」（平成 27�年）より抜粋資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」（平成 27�年）より抜粋
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訪
日
外
国
人
が
地
方
へ
足
を
運
ぶ
理

由
は
主
に
３
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
目

は
、
訪
日
リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
加
で
す
。

東
京
や
大
阪
、
京
都
な
ど
の
都
市
部
へ

訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
外
国
人
が
日
本

へ
の
旅
行
を
リ
ピ
ー
ト
す
る
に
つ
れ
、

行
動
範
囲
を
広
げ
て
い
る
の
で
す
。
２

つ
目
は
、
ネ
ッ
ト
上
の
旅
行
情
報
が
豊

富
に
な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。
実
際

に
、
私
た
ち
日
本
人
は
知
っ
て
い
る
け

れ
ど
、
海
外
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
が
、
口
コ
ミ

サ
イ
ト
や
動
画
な
ど
の
様
々
な
媒
体

を
通
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
３
つ
目
は
、
本
物
の
日
本
（
リ
ア
ル

ジ
ャ
パ
ン
）
に
触
れ
て
み
た
い
と
い
う

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
載
っ
て
い
な
い
よ

う
な
場
所
で
日
本
固
有
の
文
化
を
体

験
し
た
り
、
そ
の
地
で
し
か
食
べ
ら
れ

な
い
も
の
を
食
べ
た
り
し
た
い
と
い

う
の
が
訪
日
外
国
人
の
ニ
ー
ズ
で
す
。

2
0
1
6
年
の
日
本
政
策
金
融
公

庫
の
調
査
に
お
い
て
も
、「
外
国
人
を

見
か
け
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
」
と
答

え
た
事
業
者
の
割
合
は
全
体
で
26
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
別
に
見
て
も

東
北
、
北
関
東
、
東
海
以
外
の
全
て
の

地
域
で
25
％
を
超
え
て
お
り
、
特
に
北

陸
・
近
畿
・
四
国
・
沖
縄
で
は
30
％
を

上
回
っ
て
い
ま
す
。

都
市
へ
泊
ま
ら
ず
に
温
泉
や
地
方
観

光
を
第
一
の
楽
し
み
と
す
る
外
国
人

客
も
増
え
て
お
り
、
伊
豆
や
箱
根
の
旅

館
で
は
、
成
田
空
港
に
到
着
し
た
そ
の

日
の
う
ち
に
訪
れ
る
外
国
人
客
も
多

い
よ
う
で
す
。
観
光
庁
の
調
査
に
よ

る
と
、
実
際
に
、
訪
日
旅
行
で
し
た

こ
と
は
、「
日
本
食
を
食
べ
る
こ
と
」、

「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」、「
繁
華
街
の
街
歩

き
」
な
ど
都
市
部
で
の
行
動
も
あ
り
ま

す
が
、「
自
然
・
景
勝
地
観
光
」（
64
%
）、

「
温
泉
入
浴
」（
37.
9
%
）、「
旅
館
に

宿
泊
」（
34.
5
%
）
な
ど
地
方
で
の
行

動
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。（
参
考
３
）

訪
日
外
国
人
の
地
方
周
遊
の
増
加
に

は
、
２
０
１
５
年
春
の
北
陸
新
幹
線
の

開
通
も
一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
東
京

か
ら
金
沢
ま
で
の
移
動
時
間
が
大
幅

に
短
縮
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
富
山
か

ら
高
山
、
松
本
な
ど
の
地
方
都
市
や
中

部
地
方
の
温
泉
地
へ
の
立
ち
寄
り
も

可
能
と
な
り
利
便
性
が
大
き
く
向
上

し
ま
し
た
。

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
： 

長
野
県

の
温
泉
地
に
あ
る
、
ち
ゃ
ん
こ
料
理
屋

地
方
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
に
取
組

む
事
例
と
し
て
、
長
野
県
湯
田
中
温
泉

に
あ
る
家
庭
的
な
ち
ゃ
ん
こ
料
理
屋

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
店
内
に
は
大
相
撲

力
士
の
ポ
ス
タ
ー
な
ど
が
た
く
さ
ん

飾
ら
れ
て
お
り
、
外
国
人
の
間
で
は
湯

田
中
駅
に
近
い
「 Sum

o w
restlers 

izakaya

（
ス
モ
ウ
レ
ス
ラ
ー
居
酒
屋
）」

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
店
を
経

営
す
る
ご
夫
婦
は
、
英
語
な
ど
の
外
国

語
は
全
く
話
せ
な
い
の
で
す
が
、
10
年

以
上
前
か
ら
東
京
の
旅
行
会
社
か
ら

毎
年
20
名
ほ
ど
送
客
が
あ
っ
た
た
め
、

外
国
人
へ
の
抵
抗
感
は
そ
れ
ほ
ど
無

か
っ
た
と
言
い
ま
す
。
当
時
は
娘
さ
ん

が
作
っ
て
く
れ
た
英
語
メ
ニ
ュ
ー
を

接
客
に
活
用
し
て
い
ま
し
た
。

2
0
0
8
年
く
ら
い
か
ら
天
然
温

泉
に
浸
か
る
野
生
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
が

間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
地
獄
谷

野
猿
公
苑
を
目
当
て
に
、
近
く
の
旅
館

に
素
泊
ま
り
す
る
外
国
人
が
増
え
て

き
て
、
夕
食
を
と
れ
る
お
店
と
し
て
紹

介
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
た
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
外
国
人
客
に
も
分
か
り
や
す

い
よ
う
英
語
の
メ
ニ
ュ
ー
に
写
真
を

飲
食
店
事
例
①

 

 

参考３ 

資料：観光庁「訪日外国人消費動向調査結果」（平成 27 年）より抜粋 

参考３　今回したことと次回したいこと
　　（全国籍・地域、複数回答）

＜

外
国
人
が
地
方
へ
向
か
う
理
由＞

① 

訪
日
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
て
い
る

② 

ネ
ッ
ト
上
で
地
方
に
関
す
る
口
コ

ミ
や
情
報
が
増
え
て
い
る

③ 

あ
り
の
ま
ま
の
日
本
を
体
感
し
た

い
と
い
う
ニ
ー
ズ
の
増
加

資料：観光庁「訪日外国人消費動向調査結果」（平成 27�年）より抜粋
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付
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
お
店
を
訪
れ
る
外
国
人
客
は
、

春
休
み
後
か
ら
10
月
ぐ
ら
い
ま
で
は

１
週
間
に
1
組
程
度
で
す
が
、
オ
ン

シ
ー
ズ
ン
（
11
月
〜
3
月
）
に
入
る

と
、
1
日
５
名
程
度
と
多
く
な
り
、
冬

場
の
４
か
月
間
で
５
０
０
名
も
の
外

国
人
客
が
訪
れ
ま
す
。
客
単
価
は
１
人

２
０
０
０
円
〜
２
５
０
０
円
と
日
本

人
と
同
程
度
で
す
。
ま
た
、
ト
リ
ッ
プ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
評
価
で
は
、
近
隣
に

あ
る
１
０
０
軒
ほ
ど
の
飲
食
店
の
中

で
13
位 

（
２
０
１
６
年
12
月
時
点
）
と

な
っ
て
お
り
、
口
コ
ミ
の
ほ
と
ん
ど
は

外
国
人
で
す
。Goog

le

上
の
口
コ
ミ

で
も
外
国
人
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
が
目

立
っ
て
い
ま
す
。

数
年
前
は
、
唐
揚
げ
や
焼
き
鳥
な
ど

の
注
文
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
そ
う
で

す
が
、
手
作
り
の
英
語
メ
ニ
ュ
ー
に
写

真
も
加
え
た
こ
と
で
、
お
店
一
番
の

自
慢
料
理
で
あ
る
ち
ゃ
ん
こ
鍋
や
地

ビ
ー
ル
の
注
文
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

来
店
す
る
外
国
人
客
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
が
主
で

し
た
が
、
湯
田
中
温
泉
が
ア
ジ
ア
諸
国

の
個
人
旅
行
者
の
間
で
知
ら
れ
る
に

つ
れ
、
い
ま
で
は
台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
な
ど
か
ら
も
来
店
す
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
隣
の
温
泉
街
に
あ
る
旅
館
か
ら

紹
介
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

徒
歩
で
15
分
程
度
か
か
る
た
め
、
外

国
人
客
の
希
望
の
時
間
に
合
わ
せ
て

旅
館
側
が
お
店
ま
で
送
っ
て
来
て
く

れ
ま
す
。
普
段
か
ら
旅
館
と
密
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
る

こ
と
も
外
国
人
の
来
店
増
加
の
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
主
人
は
「
外
国

人
と
の
や
り
取
り
で
困
っ
た
こ
と
は

特
に
無
い
」
そ
う
で
、
来
店
数
が
増
え

て
自
然
と
接
客
力
が
向
上
し
た
好
例

と
言
え
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
最
大
限
に
活
用
： 

東
京
都

内
の
レ
ス
ト
ラ
ン

都
心
部
の
飲
食
店
の
外
国
人
集
客
事

例
は
、
地
方
の
事
業
者
の
皆
様
の
参
考

に
も
な
り
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

東
京
の
と
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、

Facebook

、Y
elp!

（
イ
エ
ル
プ
）
な

ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
ま
め
に
活
用
し
て
外

国
人
客
を
集
客
し
て
い
ま
す
。
こ
の
店

舗
は
、
表
参
道
駅
か
ら
10
分
足
ら
ず
の

路
地
に
あ
り
、
席
数
は
24
席
で
す
。
ラ

ン
チ
の
平
均
単
価
が
１
０
０
０
円
前

後
と
、
こ
の
界
隈
で
は
珍
し
く
庶
民
的

な
昔
な
が
ら
の
洋
風
定
食
屋
さ
ん
で

す
。
開
店
し
て
か
ら
数
年
間
は
、
外
国

人
客
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

オ
ー
ナ
ー
店
長
も
、
学
生
時
代
に
ワ
ー

キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
で
数
か
月
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
に
滞
在
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
時
代
に
ア
ジ
ア
へ
数
回
旅
行
し
た

く
ら
い
で
、
海
外
経
験
は
さ
ほ
ど
多
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
き
な
転
機
と
な
っ
た
の
は
、

２
０
１
２
年
の
冬
に
外
国
人
ユ
ー

ザ
ー
の
多
いFacebook

を
開
始
し
た

こ
と
で
す
。
料
理
の
写
真
、
店
舗
の
構

え
、
貸
し
切
り
パ
ー
テ
ィ
ー
の
様
子
な

ど
の
写
真
を
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
付
け

て
時
々
投
稿
す
る
よ
う
に
し
た
と
こ

ろ
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
外
国
人
の
来

店
が
月
３
〜
４
組
（
1
組
あ
た
り
２

〜
３
名
）
に
増
え
ま
し
た
。
投
稿
時

に
日
本
語
の
説
明
を
メ
イ
ン
で
書
く

と
同
時
に
英
語
表
記
も
少
し
入
れ
た

こ
と
も
奏
功
し
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、

Facebook

利
用
者
向
け
に
、
入
店
し

た
こ
と
をFacebook
に
投
稿
し
て
も

ら
う
と
、
ド
リ
ン
ク
一
杯
を
無
料
に
す

る
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
割
引
も
好
評
で
す
。

２
０
１
４
年
春
か
ら
は
欧
米
の
ユ
ー

ザ
ー
が
多
い
地
域
情
報
ア
プ
リY

elp!

へ
登
録
し
、
料
理
写
真
を
ま
め
に
更
新

し
、
こ
ち
ら
で
も
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
割
引

を
提
供
し
た
と
こ
ろ
、
外
国
人
の
来
店

が
月
５
〜
６
組
ほ
ど
に
増
え
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、「
外
国
人
も
日

本
で
の
滞
在
が
長
く
な
っ
た
り
訪
日

回
数
が
増
え
る
に
つ
れ
、
洋
食
も
食
べ

た
く
な
る
の
だ
」
と
い
う
こ
と
に
オ
ー

ナ
ー
店
長
は
気
づ
い
た
そ
う
で
す
。
外

国
人
へ
の
情
報
発
信
を
始
め
た
頃
は

外
国
人
客
の
ほ
と
ん
ど
が
日
本
在
住

の
外
国
人
で
し
た
が
、
２
０
１
４
年
後

半
に
は
訪
日
外
国
人
客
も
増
え
、
月
15

組
近
く
の
外
国
人
が
来
店
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

ラ
ン
ク
と
評
点
を
上
げ
て
い
く
た
め

に
、
来
店
し
た
外
国
人
に
ト
リ
ッ
プ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
で
レ
ビ
ュ
ー
を
書
い
て

も
ら
う
よ
う
依
頼
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
用
に
は

口
コ
ミ
促
進
ツ
ー
ル
と
し
て
、
名
刺
大

の
カ
ー
ド
や
ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど
を
導

入
す
る
予
定
で
す
。

飲
食
店
事
例
②
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若
年
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
に
圧
倒
的
に

強
い
、
知
る
人
ぞ
知
る
ホ
ス
テ
ル
ワ
ー

ル
ド続

い
て
、
宿
泊
業
を
営
む
事
業
者
の

皆
様
が
、
外
国
人
客
を
集
客
す
る
上
で

効
果
的
な
ツ
ー
ル
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ホ
ス
テ
ル
ワ
ー
ル
ド
は
、
ド
ミ
ト

リ
ー
（
相
部
屋
）
を
持
つ
低
価
格
の
ホ

ス
テ
ル
が
多
く
加
盟
し
て
い
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
発
の
宿
泊
予
約
サ
イ
ト
で
す
。

日
本
で
は
お
よ
そ
１
０
０
０
軒
近
く

が
加
盟
、
う
ち
７
割
以
上
が
ホ
ス
テ
ル

で
、
他
に
素
泊
ま
り
の
旅
館
や
ビ
ジ
ネ

ス
ホ
テ
ル
、
カ
プ
セ
ル
ホ
テ
ル
な
ど

も
加
盟
し
て
い
ま
す
。
大
手
Ｏ
Ｔ
Ａ

（O
nline T

ravel A
gent =

 

海
外
向

け
の
宿
泊
予
約
サ
イ
ト
）
に
比
べ
る
と

知
名
度
が
低
く
加
盟
数
も
少
な
い
の

で
す
が
、
欧
米
の
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
層

に
は
大
人
気
の
予
約
サ
イ
ト
で
す
。

2
0
1
4
年
は
、
こ
の
サ
イ
ト

を
経
由
し
て
日
本
の
宿
泊
施
設
に
約

90
万
人
の
予
約
が
入
り
、
予
約
件
数
で

は
前
年
比
・
前
々
年
比
と
も
に
18
％
以

上
の
伸
び
を
見
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
予

約
数
は
ア
ジ
ア
の
中
で
も
、
個
人
旅
行

が
多
い
タ
イ
に
次
い
で
２
番
目
で
す
。

サ
イ
ト
の
仕
組
み
は
シ
ン
プ
ル
で
、

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
販
売
手
数
料
）
は

12
％
、
予
約
時
に
デ
ポ
ジ
ッ
ト
を
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
決
済
す
る
た
め
、

キ
ャ
ン
セ
ル
・
変
更
・
ノ
ー
シ
ョ
ウ

（
不
泊
）
の
率
が
格
段
に
低
い
の
が
特

徴
で
す
。
ド
ミ
ト
リ
ー
の
価
格
帯
は
１

名
3
0
0
0
円
前
後
、
個
室
は
１
名

4
5
0
0
円
〜
5
5
0
0
円
前
後
と

な
っ
て
い
ま
す
。
国
内
の
O
T
A
の

よ
う
に
細
か
な
プ
ラ
ン
設
定
が
で
き

な
い
の
が
難
点
で
す
が
、
ル
ー
ム
や
ド

ミ
ト
リ
ー
の
ベ
ッ
ド
の
み
を
シ
ン
プ

ル
に
販
売
し
た
い
施
設
に
と
っ
て
は

利
用
方
法
が
分
か
り
易
く
、
複
数
の

O
T
A
の
客
室
在
庫
と
料
金
な
ど
を

一
元
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
サ
イ

ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
の
「
手
間
い
ら
ず
」

や
「
ね
っ
ぱ
ん
」
に
も
対
応
し
て
い
ま

す
の
で
簡
便
に
利
用
で
き
ま
す
。

ホ
ス
テ
ル
ワ
ー
ル
ド
は
、
大
手

O
T
A
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
な

い
、
宿
の
使
い
方
に
慣
れ
た
層
を
狙
う

意
味
で
は
利
用
価
値
が
高
い
と
言
え

ま
す
。

単
な
る
ク
チ
コ
ミ
集
積
の
サ
イ
ト
で

は
な
く
予
約
の
流
入
源
と
な
る
ト

リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

い
ま
や
海
外
旅
行
を
計
画
す
る
際
に

最
も
参
考
に
し
た
い
情
報
源
の
一
つ

が
、
既
に
利
用
し
た
人
に
よ
る
口
コ
ミ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
参
考
に

な
る
口
コ
ミ
を
公
開
し
た
サ
イ
ト
に

対
し
て
、
今
後
は
事
業
者
と
し
て
受
け

身
で
い
る
の
で
は
な
く
、
い
か
に
口
コ

ミ
サ
イ
ト
を
積
極
的
に
活
用
で
き
る

か
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
集
客
数
を
左

右
す
る
と
言
え
そ
う
で
す
。
な
ぜ
な

ら
、
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
訪
日
旅
行
の

宿
泊
先
、
訪
問
先
を
決
め
る
際
に
口
コ

ミ
サ
イ
ト
の
影
響
力
が
増
し
て
い
る

か
ら
で
す
。

世
界
45
ヵ
国
で
利
用
さ
れ
る
ト
リ
ッ

プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
月
間
ユ
ー
ザ
ー

数
3
億
9
0
0
0
万
人
、
登
録
さ
れ

て
い
る
宿
泊
施
設
、
飲
食
店
、
観
光
名

所
は
5
2
0
万
件
以
上
、
掲
載
の
口

コ
ミ
数
は
4
億
3
5
0
0
万
件
以
上

に
の
ぼ
り
ま
す
。
日
本
で
も
、
宿
泊
施

設
・
約
3
万
件
、
飲
食
店
・
約
38
万
件
、

観
光
名
所
・
約
3
万
件
の
情
報
が
あ
り

ま
す
。
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ

ら
ず
、
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
の
経
営
者

に
と
っ
て
無
視
で
き
な
い
サ
イ
ト
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
ほ
と
ん

ど
の
サ
ー
ビ
ス
は
無
料
な
の
で
、
そ
れ

を
活
用
し
て
ま
ず
口
コ
ミ
を
マ
メ
に
集

め
て
ラ
ン
ク
を
上
げ
て
、
口
コ
ミ
が
投

稿
さ
れ
た
ら
一
言
で
も
い
い
か
ら
返
答

す
る
、
そ
し
て
最
終
的
に
予
約
を
増
や

す
と
い
う
流
れ
を
作
る
の
が
有
効
で
す
。

外
国
人
集
客
に
向
け
た

ツ
ー
ル
①

外
国
人
集
客
に
向
け
た

ツ
ー
ル
②

＜

飲
食
店
で
の
集
客
ポ
イ
ン
ト＞

・
外
国
語
メ
ニ
ュ
ー
は
写
真
付
き
で

・ 

外
国
人
が
頻
繁
に
利
用
す
る
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
最
大
限
に
活
用

・ 
和
食
で
も
洋
食
で
も
日
本
の
食
は

外
国
人
に
人
気

ホステル
ワールド

エクス
ペディア

ブッキン
グ アゴダ

予約発生ボリューム ○ ○ ◎ ○

キャンセルの少なさ ◎ ○ △ ○

システムの利用しやすさ ◎ ○ ○ ○

販売の柔軟度
(設定、プラン等 ) △ ○ ◎ ◎

サポート対応 △ ◎ ○ ◎

※（株）インバウンドにっぽんの取引先旅館からのヒアリング結果をまとめたもの。

＜海外ＯＴＡの比較＞

＜世界規模の口コミサイトの比較＞

ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

全
世
界
ユ
ー
ザ
ー
数
：
月
間

3
億
9
0
0
0
万
人
、
口
コ
ミ
数

4
億
3
5
0
0
万
件
、
28
言
語
に
対
応

Y
elp!

（
イ
エ
ル
プ
）

全
世
界
ユ
ー
ザ
ー
数
：
月
間

1
億
6
0
0
0
万
人
、
口
コ
ミ
数

1
億
件
、
18
言
語
に
対
応

特
徴
：
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
昔
の
電

話
帳
の
よ
う
な
も
の
で
、
レ
ス
ト
ラ

ン
か
ら
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
ま
で
サ
ー

ビ
ス
業
を
幅
広
く
網
羅
。
検
索
の

70
％
が
モ
バ
イ
ル
端
末
か
ら
に
よ
る

も
の
。
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外
国
人
を
“
お
も
て
な
し
”
す
る
た

め
に須

坂
市
は
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に

か
け
て
製
糸
業
で
栄
え
、
か
つ
て
の
繁

栄
を
し
の
ば
せ
る
蔵
が
多
く
残
る
町
。

「
蔵
」
は
、
そ
ん
な
町
に
溶
け
込
む
よ
う

に
築
1
0
0
年
以
上
の
蔵
付
き
古
民
家

を
改
装
し
た
、
日
本
の
趣
を
感
じ
る
３

部
屋
の
小
さ
な
宿
で
す
。

こ
の
宿
を
経
営
す
る
山
上
さ
ん
は
、

須
坂
市
出
身
。
日
本
語
教
師
の
資
格
を

取
得
す
る
た
め
に
埼
玉
の
大
学
に
進

学
、
卒
業
後
、
日
本
語
学
校
の
講
師
に

な
り
ま
し
た
。
中
国
の
日
本
語
学
校
で

勤
務
し
た
後
、
縁
あ
っ
て
岐
阜
県
飛
騨

高
山
に
あ
る
旅
館
で
働
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
外
国
人
観
光
客
に
行
っ

て
い
た
町
案
内
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
に
携

わ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、「
外
国
の

人
に
も
っ
と
日
本
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
り
、
自

ら
宿
を
経
営
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

開
業
に
向
け
た
準
備
と
し
て
、
ま
ず

は
宿
泊
業
の
経
験
を
積
む
た
め
に
東
京

都
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
修
業
さ
せ
て
も

ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、

「
ま
ち
の
み
ん
な
で
ゲ
ス
ト
を
も
て
な
そ

う
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
地
元
商

店
街
と
連
携
し
て
宿
泊
客
向
け
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
た
り
、
近
く
の
銭
湯
を

紹
介
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
コ

ン
セ
プ
ト
に
共
感
し
た
山
上
さ
ん
は
、

「
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
外
国
人
ゲ
ス
ト
と
日

本
人
ゲ
ス
ト
が
地
域
の
人
と
交
流
す
る

場
と
し
て
最
も
適
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

地
域
で
“
お
も
て
な
し
”
を
す
る
考
え

に
賛
同
し
て
も
ら
う
に
は
、
知
人
が
多

い
生
ま
れ
育
っ
た
須
坂
市
し
か
な
い
」

と
考
え
、
地
元
須
坂
市
で
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
を
開
業
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

開
業
地
は
、
駅
か
ら
徒
歩
圏
内
で
、

須
坂
市
の
特
徴
で
あ
る
蔵
が
あ
る
建
物

を
探
し
、“
古
さ
を
残
し
日
本
の
伝
統
を

伝
え
ら
れ
る
”
現
在
の
建
物
に
魅
力
を

感
じ
、
2
0
1
2
年
10
月
に
開
業
し
ま

し
た
。

外
国
人
が
須
坂
に
求
め
る
も
の
と
は

開
業
か
ら
４
年
を
迎
え
徐
々
に
外
国

人
の
利
用
が
増
え
て
お
り
、
そ
の
多
く

は
英
語
対
応
の
自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
直
接
予
約
か
海
外
宿
泊
予
約
サ
イ
ト

の
ホ
ス
テ
ル
ワ
ー
ル
ド
か
ら
の
予
約
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ア
メ
リ
カ
か
ら
の

バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
の
利
用
が
多
く
、
３

〜
４
泊
の
宿
泊
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま

す
。な

ぜ
外
国
人
が
地
方
に
あ
る
須
坂
市

を
訪
れ
る
の
か
。
山
上
さ
ん
は
「
宿
泊

す
る
外
国
人
ゲ
ス
ト
の
多
く
は
、
３
週

間
か
ら
１
ヶ
月
間
日
本
に
滞
在
し
、
都

市
部
の
観
光
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
後
、
都
会
に
は
な
い
静
か
さ
や
癒
し

を
求
め
て
須
坂
に
来
て
い
る
」
と
言
い

ま
す
。
実
際
に
「
蔵
」
を
紹
介
す
る
海

外
サ
イ
ト
な
ど
で
は
、「
静
か
に
休
め

る
良
い
場
所
が
あ
る
」
と
い
っ
た
コ
メ

ン
ト
が
多
く
、
そ
の
口
コ
ミ
が
広
が
る

こ
と
で
利
用
者
が
増
え
て
い
る
と
の
こ

と
。
ま
た
、
山
上
さ
ん
は
「
滞
在
す
る

間
に
日
本
の
文
化
を
体
験
し
た
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
が
多
く
あ
り
、
そ
の
対
応
が

大
事
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

「地域と外国人をつなぐゲストハウスづくり」
～地域みんなで“おもてなし”～

観光庁の調査によると、外国人延べ宿泊者数の伸び率は三大都市圏よりもそれ以外の地方で大きくなっており、訪
日外国人は地方にも足を運ぶようになっていることが分かります。また、本誌の「経営アドバイス」では、訪日外国
人のニーズが変わりつつあることなどを取り上げました。

今回は、訪日外国人観光客が増加している地方で、そのニーズをとらえインバウンド対応に取組む企業をご紹介し
ます。

まず始めに、地域全体で外国人の受け入れに取組んでいる長野県須坂市で、地域と外国人をつなぐゲストハウスを
目指す「ゲストハウス蔵」（以下「蔵」）をご紹介します。

インバウンド対応事例
Part1

ゲストハウス蔵
経営者 　山上 万里奈 氏

創　　業／平成 24 年 10 月
事業内容／簡易宿所
営 業 所／長野県須坂市須坂 39
電　　話／ 026-214-7945

せいえい三つ星 レポートせいえい三つ星 リポート
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地
域
と
外
国
人
を
つ
な
ぐ
役
割

山
上
さ
ん
は
、
外
国
人
観
光
客
一
人

一
人
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
地
域

と
の
連
携
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
は
食
事
の
提

供
が
で
き
な
い
た
め
、
周
辺
の
飲
食
店

と
連
携
し
、
宿
泊
客
向
け
に
英
語
表
記

の
飲
食
店
Ｍ
Ａ
Ｐ
を
作
成
し
た
り
、
宿

泊
客
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
飲
食
店
の

た
め
に
英
語
版
の
メ
ニ
ュ
ー
を
作
成
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
浴
衣
を
購
入
し
た

い
」
と
い
う
声
が
季
節
を
問
わ
ず
あ
る

た
め
、
呉
服
店
と
連
携
し
て
、
夏
に
し

か
販
売
し
て
い
な
か
っ
た
浴
衣
を
一
年

中
置
い
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、「
そ
ば
打
ち
体
験
を
し
た
い
」

と
い
う
希
望
が
あ
れ
ば
、
地
元
の
そ
ば

打
ち
名
人
に
来
て
も
ら
い
、
そ
ば
打
ち

体
験
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
地
域
全
体

で
外
国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
に
積
極

的
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

取
組
み
が
で
き
る
の
は
、「
須
坂
市
は
い

い
意
味
で
小
さ
な
町
で
、
連
携
先
と
も

顔
が
見
え
る
関
係
が
築
け
て
い
る
か
ら
」

と
山
上
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
外
国
人
観
光
客
へ
の
き

め
細
や
か
な
心
配
り
は
、
新
た
な
顧
客

開
拓
に
も
つ
な
が
る
た
め
、
地
域
の
連

携
先
か
ら
も
大
変
好
評
で
す
。「
当
店
だ

け
で
外
国
人
ゲ
ス
ト
の
様
々
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、

地
域
と
外
国
人
ゲ
ス
ト
を
つ
な
ぐ
こ
と

で
対
応
で
き
る
こ
と
は
多
い
と
思
い
ま

す
」
と
山
上
さ
ん
。
ま
た
、
リ
ピ
ー
タ
ー

に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
に
必
要
な
こ
と

は
、「
滞
在
期
間
中
に
地
域
の
人
と
ど
れ

だ
け
触
れ
合
っ
た
か
、
地
域
で
の
体
験

を
ど
れ
だ
け
提
供
で
き
た
か
で
あ
り
、

地
域
と
の
連
携
は
重
要
」
と
語
り
ま
す
。

須
坂
か
ら
日
本
各
地
へ

～
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
の
導
入
～

２
０
１
５
年
頃
か
ら
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ

リ
デ
ー
で
来
日
す
る
方
の
受
け
入
れ
に

も
取
組
ん
で
い
ま
す
。
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ

リ
デ
ー
は
外
国
人
が
１
年
間
日
本
に
滞

在
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
短
期
で
あ
れ

ば
ア
ル
バ
イ
ト
も
で
き
る
制
度
で
す
。

「
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
で
来
日
す
る
方

は
、
住
む
場
所
を
探
す
の
に
苦
労
し
て

い
て
、
日
本
語
を
話
せ
な
い
方
が
多
く

ア
ル
バ
イ
ト
探
し
も
大
変
」
と
山
上
さ

ん
。
そ
こ
で
、「
蔵
」
で
は
、
①
住
む
場

所
を
提
供
し
（
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
へ
の
滞

在
）、
②
日
本
語
教
師
の
経
験
を
活
か

し
日
本
語
の
レ
ッ
ス
ン
を
行
い
、
③
須

坂
市
の
農
家
と
連
携
し
て
仕
事
（
ア
ル

バ
イ
ト
）
を
紹
介
す
る
「Farm

 Plan

（
フ
ァ
ー
ム
プ
ラ
ン
）」
と
い
う
独
自
の

プ
ラ
ン
を
作
り
ま
し
た
。
２
０
１
６
年

10
月
に
は
、
台
湾
か
ら
来
た
女
性
が
初

め
て
こ
の
プ
ラ
ン
を
利
用
し
て
約
１
ヶ

月
間
滞
在
。
利
用
し
た
女
性
か
ら
は
「
須

坂
で
働
く
場
所
が
見
つ
か
っ
て
良
か
っ

た
」
と
好
評
で
し
た
。「
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ

リ
デ
ー
で
来
日
し
た
方
が
、
ま
ず
は
須

坂
で
日
本
の
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

働
き
な
が
ら
日
本
語
を
修
得
し
て
、
日

本
の
別
の
地
へ
旅
立
っ
て
い
く
。
そ
ん

な
プ
ラ
ン
に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
」
と

山
上
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

山
上
さ
ん
が
目
指
す
「
地
域
と
外
国

人
を
つ
な
ぐ
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
づ
く
り
」

は
、
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
き
ま
す
。

ゲストと浴衣で花火大会へ 地元の名人を招いてのそば打ち体験会

須坂に住む外国人と地域住民の交流イベント 日本の趣を感じる客室地元飲食店との連携で ”おもてなし ”

笑顔で迎えてくれる山上さん
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６
割
が
外
国
人
旅
行
者

「
平
安
楽
」
は
、
飛
騨
の
小
京
都
・
高

山
市
に
あ
る
、
町
屋
の
よ
う
な
店
構
え

の
中
華
料
理
店
で
す
。
昭
和
38
年
に
先

代
が
こ
の
地
で
創
業
。
15
年
ほ
ど
前
に
、

現
在
代
表
を
務
め
る
洋
さ
ん
が
お
店
を

引
き
継
ぎ
、
夫
婦
２
人
で
経
営
し
て
い

ま
す
。
親
し
み
や
す
く
明
る
い
お
店
の

雰
囲
気
と
、“
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
餃
子
”
や

“
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
ラ
ー
メ
ン
”
な
ど
、
外

国
人
旅
行
者
の
オ
ー
ダ
ー
へ
の
柔
軟
な

対
応
が
好
評
で
す
。
現
在
は
、
お
客
様

の
う
ち
約
６
割
を
外
国
人
旅
行
者
が
占

め
ま
す
が
、
洋
さ
ん
が
引
き
継
い
だ
当

時
は
、
外
国
人
の
来
店
は
少
な
く
、
ほ

と
ん
ど
が
地
元
の
お
客
様
だ
っ
た
そ
う

で
す
。

転
機
と
な
っ
た
の
は
、
平
成
17
年
に

開
催
さ
れ
た
「
愛
知
万
博
」
で
す
。
万

博
以
降
、
多
く
の
外
国
人
旅
行
者
が
、

隣
接
し
た
観
光
地
で
あ
る
飛
騨
高
山
に

も
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
本

格
的
に
外
国
人
の
受
入
れ
に
取
組
む
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

“
英
語
表
記
”
と
“
笑
顔
”
で
歓
迎

お
店
の
入
口
、
そ
し
て
店
内
を
見
渡

す
と
、
メ
ニ
ュ
ー
や
調
味
料
な
ど
に
、

日
本
語
と
併
せ
て
、
英
語
で
の
表
記
が

数
多
く
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
外

国
人
旅
行
者
の
中
に
は
、
宗
教
や
ア
レ

ル
ギ
ー
、
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
、
ビ
ー
ガ
ン

（
絶
対
菜
食
主
義
者
）
な
ど
、
食
べ
ら
れ

る
食
材
に
制
限
の
あ
る
方
も
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
方
は
、
料
理
に
ど
の
よ
う

な
食
材
が
使
わ
れ
て
い
る
か
を
事
前
に

し
っ
か
り
と
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
異
国
の
地
で
こ
れ
を
確
認
す
る

こ
と
は
、
と
て
も
大
変
で
す
。
そ
こ
で
、

「
平
安
楽
」
で
は
メ
ニ
ュ
ー
毎
に
で
き
る

だ
け
分
か
り
や
す
く
食
材
を
英
語
で
表

記
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。「
人
気
の

メ
ニ
ュ
ー
や
よ
く
使
う
調
味
料
に
、
た
っ

た
一
文
で
も
英
語
の
説
明
が
あ
る
だ
け

で
外
国
人
旅
行
者
の
方
は
安
心
さ
れ
る

よ
う
で
す
」
と
洋
さ
ん
。
ま
た
、
注
文

の
際
に
は
、
独
自
に
作
成
し
た
「
指
差

し
会
話
シ
ー
ト
」
を
利
用
し
、
食
べ
ら

れ
な
い
食
材
が
な
い
か
を
確
認
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
準
備
を
整
え
て
お

く
こ
と
が
、
外
国
人
旅
行
者
を
受
入
れ

る
う
え
で
重
要
だ
と
洋
さ
ん
は
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

接
客
担
当
の
直
子
さ
ん
は
、「
外
国
人

旅
行
者
を
接
客
す
る
う
え
で
特
に
大
事

な
こ
と
は
、
相
手
よ
り
も
先
に
話
し
か

け
、
お
店
側
の
歓
迎
の
気
持
ち
を
言
葉

で
示
す
こ
と
」
だ
と
教
え
て
く
れ
ま
し

大切なのは歓迎する気持ち
～外国人から支持される理由～

次にご紹介するのは、飛騨牛や昔ながらの古い町並み、合掌造りの民家などで有名な岐阜県高山市の中華料理店「平
安楽」です。「平安楽」は、２代目の古田洋さんと妻の直子さんが二人三脚で切り盛りする小さなお店ですが、世界
最大の旅行情報サイト「トリップアドバイザー」の「外国人に人気の日本のレストラン 2016」において全国１位に
認定された、今注目の中華料理店です。地方の小さなお店が、どのようにして外国人旅行者を惹きつけているのか、
お話を伺いました。

インバウンド対応事例
Part2

平安楽
経営者 　古田 洋 氏、古田 直子 氏

創　　業／昭和 38 年
事業内容／中華料理店
営 業 所／岐阜県高山市天満町６-７
電　　話／ 0577-32-3078

せいえい三つ星 レポートせいえい三つ星 リポート
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た
。
外
国
人
旅
行
者
は
、
慣
れ
な
い
国

の
お
店
で
不
安
に
感
じ
て
い
る
こ
と
も

多
い
た
め
、
笑
顔
で
話
し
か
け
ら
れ
る

こ
と
で
安
心
感
を
抱
き
ま
す
。
実
際
に
、

ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
口
コ
ミ
に

も
「
ご
主
人
、
奥
さ
ん
の
心
遣
い
に
感

謝
し
て
い
ま
す
」、「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

雰
囲
気
で
居
心
地
が
良
か
っ
た
」
な
ど

の
声
が
多
く
見
ら
れ
、
好
評
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
初
め
て
来
店
し
た
外
国
人
旅

行
者
と
の
会
話
で
は
、
地
図
帳
が
役
立

つ
そ
う
で
す
。
地
図
帳
を
見
せ
な
が
ら
、

ど
こ
の
国
か
ら
来
た
の
か
尋
ね
る
と
、

み
ん
な
嬉
し
そ
う
に
自
分
の
母
国
の
こ

と
を
教
え
て
く
れ
、
自
然
と
会
話
も
弾

み
ま
す
。

お
も
て
な
し
の
気
持
ち
～
無
理
せ
ず

で
き
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
～

外
国
人
旅
行
者
の
訪
問
先
は
、
東

京
‐
京
都
‐
大
阪
を
結
ぶ
ゴ
ー
ル
デ
ン

ル
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
地
方
に
も
広
が

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
平
成
27
年
に
金
沢

と
富
山
に
北
陸
新
幹
線
が
開
通
し
た
こ

と
で
、
飛
騨
高
山
に
は
、
名
古
屋
方
面

だ
け
で
な
く
、
北
陸
方
面
か
ら
訪
れ
る

外
国
人
旅
行
者
も
増
え
て
い
ま
す
。「
平

安
楽
」
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
を

始
め
る
以
前
は
地
元
客
が
中
心
だ
っ
た

た
め
、
農
繁
期
や
雪
深
い
冬
の
時
期
は

お
客
様
が
少
な
く
、
売
上
に
波
が
あ
る

こ
と
が
大
き
な
課
題
で
し
た
が
、
外
国

人
旅
行
者
の
受
入
れ
に
取
組
む
こ
と
で
、

客
足
が
弱
か
っ
た
閑
散
期
の
集
客
を
底

上
げ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
洋
さ

ん
は
、「
外
国
人
旅
行
者
に
喜
ん
で
も
ら

う
た
め
に
は
、
英
語
表
記
や
店
側
か
ら

の
歓
迎
の
言
葉
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た

準
備
や
心
配
り
を
無
理
の
な
い
範
囲
で

行
う
こ
と
が
大
事
で
す
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
一
つ
ひ
と
つ

の
取
組
み
は
小
さ
な
も
の
だ
と
し
て
も
、

精
一
杯
の
歓
迎
の
姿
勢
で
迎
え
る
こ
と

が
、
外
国
人
旅
行
者
か
ら
支
持
さ
れ
る

大
き
な
理
由
に
な
っ
て
い
ま
す
。

古
田
さ
ん
ご
夫
婦
は
「
こ
れ
か
ら
も

今
ま
で
と
変
わ
ら
ず
、
飛
騨
高
山
を
訪

れ
た
一
人
ひ
と
り
の
お
客
様
に
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
、
平
安
楽
に

ま
た
足
を
運
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
、

笑
顔
で
今
後
の
抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

飛
騨
高
山
の
中
華
料
理
店
「
平
安
楽
」

は
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
温

か
い
お
も
て
な
し
で
、
皆
さ
ん
を
迎
え

入
れ
て
く
れ
ま
す
。

温かいおもてなしで迎えてくれる古田さんご夫婦

外国人旅行者が安心できる英語表記 アットホームな雰囲気の店内

外国人旅行者から人気のメニュー

トリップアドバイザー
「外国人に人気の日本のレス
トラン 2016」第１位を獲得
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全
理
連
中
央
講
師
へ
の
道
の
り

信
澤
さ
ん
は
、
平
成
７
年
、
26
歳
の

時
に
父
親
が
経
営
し
て
い
た
店
舗
「
ヘ

ア
ー 

あ
い
で
ぁ 

ル
ー
ム 

Ｄ
ド

モ

Ｏ
Ｍ
Ｏ
」

を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
も
と
も
と
修
行

時
代
は
理
容
競
技
大
会
日
本
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
・
清
水
弘
志
氏
の
店
で
技
術
を
磨

い
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
店
舗
引
継
後

も
競
技
大
会
に
出
場
し
好
成
績
を
収
め

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
信
澤

さ
ん
の
活
躍
に
目
を
と
め
た
群
馬
県
理

容
生
活
衛
生
同
業
組
合
か
ら
、
全
理
連

中
央
講
師
の
試
験
を
受
け
て
み
な
い
か

と
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。「
ち
ょ
う
ど

そ
の
頃
、
全
理
連
中
央
講
師
の
方
々
と

交
流
す
る
機
会
が
何
度
か
あ
り
、
理
容

業
界
の
ト
ッ
プ
を
走
る
方
々
に
憧
れ
て

い
た
の
も
き
っ
か
け
で
す
ね
」
と
語
る

信
澤
さ
ん
。
中
央
講
師
に
な
る
た
め
に

は
書
類
審
査
、
面
接
審
査
等
が
あ
り
ま

し
た
が
、
と
り
わ
け
苦
労
し
た
の
が
論

文
審
査
と
の
こ
と
。
信
澤
さ
ん
は
、「
テ
ー

マ
は
悩
み
ま
し
た
が
、
せ
っ
か
く
だ
か

ら
旬
の
テ
ー
マ
が
良
い
と
思
い
、
外
国

人
の
方
の
接
客
経
験
を
生
か
し
て
外
国

人
対
応
に
し
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま

す
。
論
文
作
成
に
あ
た
っ
て
は
各
種
デ
ー

タ
分
析
や
外
国
人
の
文
化
、
そ
れ
ら
を

踏
ま
え
て
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
か

を
検
討
し
、
先
輩
・
知
人
に
も
相
談
し

な
が
ら
や
っ
と
の
思
い
で
原
稿
用
紙
50

枚
に
及
ぶ
論
文
を
書
き
上
げ
ま
し
た
。

外
国
人
が
日
本
の
理
容
店
に
足
を
運

び
に
く
い
理
由
と
そ
の
対
策

信
澤
さ
ん
は
、
外
国
人
の
方
が
日
本

の
理
容
店
に
足
を
運
び
に
く
い
主
な
理

由
と
し
て
、
①
「
言
語
の
壁
」
②
「
値

段
の
違
い
」
が
あ
る
と
分
析
し
て
い
ま

す
。①

「
言
語
の
壁
」
は
、
大
き
く
３
つ

あ
る
そ
う
で
す
。
１
つ
目
は
、
日
本
の

理
容
室
の
サ
ー
ビ
ス
の
全
体
像
を
会
話

で
伝
え
ら
れ
な
い
こ
と
。
信
澤
さ
ん
の

経
験
に
よ
る
と
、
外
国
の
理
容
室
で
は

一
般
的
で
は
な
い
サ
ー
ビ
ス
（
洗
髪
や

髭
剃
り
な
ど
）
は
、
事
前
に
説
明
し
て

お
か
な
い
と
驚
か
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

多
い
と
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
サ
ー
ビ
ス
の
手
順
を
外
国
語
で
示

し
た
案
内
図
を
示
し
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
し
事
前
に
伝
え
て
お
く
こ

と
が
効
果
的
と
話
し
ま
す
。

２
つ
目
は
、
顧
客
が
理
容
師
に
対
し

希
望
の
ヘ
ア
ー
ス
タ
イ
ル
を
会
話
で
伝

え
ら
れ
な
い
こ
と
。
特
に
、
外
国
と
日

本
で
は
流
行
し
て
い
る
ヘ
ア
ー
ス
タ
イ

ル
が
異
な
る
た
め
、
外
国
人
の
方
は
不

安
を
持
つ
こ
と
が
多
い
と
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
、
ヘ
ア
ー
カ
タ
ロ
グ
で
実
際
に

画
像
を
示
し
な
が
ら
理
容
師
と
顧
客
の

イ
メ
ー
ジ
を
共
有
す
る
こ
と
で
解
決
。

顧
客
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
も
っ
て
い

れ
ば
、
そ
こ
に
画
像
を
表
示
し
て
も
ら

う
の
が
ベ
ス
ト
と
の
こ
と
で
す
。

３
つ
目
は
、
理
容
師
と
顧
客
の
会
話

は
理
容
室
で
の
楽
し
み
の
一
つ
で
す
が
、

「おもてなしの心が多彩なアイデアの源泉」
～訪日外国人の増加を理容業界のチャンスにするために～

次にご紹介するのは、群馬県前橋市の郊外にある理容室「ヘアー あいでぁ ルーム Ｄ
ド モ

ＯＭＯ」です。オーナーの信
澤さんは、近隣に居住する外国人の方の接客経験などから近年増え続ける訪日外国人に着目し、全理連中央講師の論
文試験に「これからの理容業界の生きる道～外国人に対する日本理容師の対応～」を取りまとめました。結果、見事
に合格し、2016 年４月に群馬県で歴代３人目となる全理連中央講師に就任されました。全理連中央講師への道のり
や外国人の方への対応方法などについてお話を伺いました。

インバウンド対応事例
Part3

ヘアー あいでぁ ルーム ＤＯＭＯ
経営者 　信澤 健生 氏

創　　業／平成元年
事業内容／理容業
営 業 所／群馬県前橋市富士見町原之郷 1174-3
従 業 員／ １名
電　　話／ 027-288-3985

せいえい三つ星 レポートせいえい三つ星 リポート
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会
話
が
で
き
な
い
こ
と
に
よ
り
沈
黙
の

時
間
が
生
じ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
こ

れ
に
対
し
て
は
、
日
本
の
文
化
を
紹
介

し
た
動
画
や
邦
画
・
洋
画
等
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
用
意
し
て
お
け
ば
、
英
語
で
あ
れ
ば

字
幕
で
対
応
し
て
い
る
も
の
も
多
い
し
、

英
語
が
わ
か
ら
な
い
方
に
対
し
て
も
映

像
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
の
で
は
な
い

か
と
話
し
ま
す
。「
大
事
な
の
は
、
お
客

様
を
不
安
に
さ
せ
ず
に
楽
し
ん
で
も
ら

う
た
め
に
何
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ
を

感
じ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
意
外
に
で

き
る
こ
と
は
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」
と
信
澤
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

次
に
、
②
「
値
段
の
違
い
」
に
つ
い

て
は
、
組
合
加
盟
の
店
舗
の
平
均
料
金

が
3
5
0
0
円
前
後
と
い
う
調
査
結
果

が
あ
る
こ
と
に
対
し
、
そ
れ
よ
り
低
い

価
格
の
国
も
あ
る
こ
と
か
ら
「
日
本
の

理
容
室
は
値
段
が
高
い
」
と
い
う
意
識

を
持
っ
て
い
る
人
も
い
る
と
の
こ
と
。

外
国
人
の
方
の
中
に
は
、
家
族
に
髪
を

切
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
自
分
で
切
っ
て

し
ま
い
調
髪
に
お
金
を
か
け
な
い
方
も

一
定
数
い
る
よ
う
で
、
こ
の
よ
う
な
「
調

髪
に
対
す
る
意
識
の
違
い
」
も
割
高
感

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
と
分
析
し

て
い
ま
す
。「
中
国
や
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
理

容
師
に
国
家
資
格
は
必
要
な
い
と
聞
い

て
い
ま
す
が
、
日
本
で
は
国
家
資
格
が

必
要
で
あ
り
何
よ
り
高
い
技
術
力
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
に
、洗
髪
や
髭
剃
り
、マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
Ｐ

Ｒ
す
れ
ば
納
得
感
を
得
ら
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
語
る
信
澤
さ
ん
。

特
に
外
国
人
の
方
に
人
気
が
あ
る
の
が

「
耳
そ
う
じ
」
と
の
こ
と
で
す
。

大
事
な
の
は
「
お
も
て
な
し
の
心
」

信
澤
さ
ん
は
様
々
な
外
国
人
対
応
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
一
番
大
事
な

こ
と
を
伺
う
と
「
お
も
て
な
し
の
心
で

す
！
」
と
元
気
な
声
が
返
っ
て
き
ま
し

た
。「
東
日
本
大
震
災
の
時
、
日
本
人
は

混
乱
し
た
中
で
も
お
互
い
を
思
い
や
り

助
け
合
い
な
が
ら
整
然
と
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。
私
た
ち
日
本
人
に
は
相
手
の

立
場
を
思
い
や
る
文
化
が
根
付
い
て
お

り
、み
ん
な「
お
も
て
な
し
の
心
」を
持
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
が
、

相
手
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
、
色
々
な
ア
イ
デ
ア

が
わ
き
出
て
く
る
源
泉
だ
と
思
い
ま
す
」

と
語
る
信
澤
さ
ん
。
信
澤
さ
ん
は
剣
道

六
段
の
腕
前
で
す
が
、
剣
道
に
お
け
る

「
武
士
道
」
も
「
お
も
て
な
し
の
心
」
に

通
じ
る
も
の
が
あ
り
勉
強
に
な
る
そ
う

で
す
。

年
々
、
訪
日
外
国
人
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
は
、「
お
も
て
な
し
の
心
」
を

持
っ
て
い
る
日
本
の
理
容
師
に
と
っ
て

チ
ャ
ン
ス
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
そ

う
考
え
る
信
澤
さ
ん
は
、
経
営
者
と
し

て
、
ま
た
全
理
連
中
央
講
師
と
し
て
日
々

技
術
を
磨
き
な
が
ら
職
務
に
ま
い
進
し

て
い
ま
す
。

店舗オーナーで全理連中央講師の信澤さん 顧客がそれぞれの好みのＤＶＤが視聴できるよう、席ごとにテレビモニタを設置

信澤さんが試行錯誤しながら自作した外国人顧客とのコミュニケーションツール

ゆっくりくつろぐことができる待合スペース
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インバウンド対応セミナー開催！
（2016年 12月 7日（水）　ぐるなび大学東京会場）

　日本公庫は、インバウンド対応を行う生活衛生関係営業者を対象とした「訪日外国人
客を呼び込む多言語対応セミナー～今日から始める多言語対応～」を開催しました。専
門家による講演と、実際に自店メニューの多言語化を体験するといった内容で「充実し
たセミナーだった」との声が聞かれました。

近
年
、
訪
日
外
国
人
旅
行
客
が
急
増

し
て
お
り
、
事
業
者
に
と
っ
て
売
上
増

加
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
小
規
模
事
業

者
に
と
っ
て
は
、
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
や
受
入
態
勢
の
整
備
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

こ
う
し
た
課
題
の
解
決
に
役
立
て
て

も
ら
お
う
と
、「
訪
日
外
国
人
客
を
呼

び
込
む
多
言
語
対
応
セ
ミ
ナ
ー
〜
今
日

か
ら
始
め
る
多
言
語
対
応
〜
」
を
開
催

し
、
飲
食
店
を
営
む
方
を
中
心
に
40
名

超
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
東
京
観
光
経
営
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
務
所
代
表
の
井
上
朋

子
氏
が
訪
日
外
国
人
を
誘
客
す
る
上
で

課
題
と
な
っ
て
い
る
必
要
な
態
勢
整
備

や
効
果
的
な
誘
客
方
法
を
紹
介
。
第
二

部
で
は
、
株
式
会
社
ぐ
る
な
び
が
訪
日

外
国
人
が
飲
食
店
に
求
め
る
こ
と
を
紹

介
し
た
上
で
、
ぐ
る
な
び
の
自
社
サ
ー

ビ
ス
を
活
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
多
言
語

化
を
体
験
す
る
と
い
う
実
践
的
な
内
容

で
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
具
体
的
な
例
を

分
か
り
易
く
伝
え
て
く
れ
て
非
常
に
参

考
に
な
っ
た
」
な
ど
、
ご
好
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

日
本
公
庫
は
、
生
活
衛
生
関
係
営
業

を
営
む
み
な
さ
ま
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
、
経
営
基
盤
強
化
に
つ
な
が
る
特
定

の
経
営
課
題
に
焦
点
を
当
て
た
セ
ミ

ナ
ー
を
全
国
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

【セミナー概要】

【第一部】講師：井上　朋子氏
１　訪日外国人市場の可能性
　（１）訪日外国人市場の現状
　（２）�訪日外国人市場の見通しと増加が

与える影響
２　訪日外国人を取り込むために
　（１）訪日外国人が求めること
　（２）有効な誘客方法とはなにか

【第二部】講師：株式会社ぐるなび
１　�ぐるなび独自データから見る訪日外国
人誘客

２　�ぐるなびサービスを活用し多言語メ
ニューを作成

(公財)全国生活
衛生営業指導

センター

　今回のセミナーは、生衛業
における防カビ対策と公衆
衛生の問題等について、カビ
研究の専門家からお話しい
ただきます。
 また、生活衛生同業組合の
活性化への取組と各生衛業
の連携等について取り上げ
ます。

13：30～
15：50

時間

ホテル
メルパルク
長野

セミナー・イベント名 開催場所 セミナー・イベントの概要 主催者

平成２９年
２月１３日（月）

生衛業経営セミナー

セミナー・イベント情報
開催日

設備を導入したい

訪日外国人をターゲットとした

店舗を出店したい

外国語表記のメニュー、看板を作りたい

訪日外国人旅行者受入（インバウンド対応）に取り組む

生活衛生関係営業のみなさまを応援します！

日本公庫の生活衛生融資（インバウンド対応関連）

インバウンド対応のための幅広いお使いみちにご利用いただけます。（注１）
融資制度 振興事業貸付（注２） 一般貸付（注３）

ご融資限度額

【設備資金】

１億 万円～７億 万円（注４）

【運転資金】

万円

【設備資金】

万円～４億円（注４）

ご返済期間

据置期間

【設備資金】

年以内

（店舗・宿泊施設の新設および増改築にかかるものは 年以内）

［うち据置期間２年以内］

【運転資金】

７年以内［うち据置期間２年以内］

【設備資金】

年以内（一般公衆浴場業は 年以内）

［うち据置期間１年以内（ご返済期間が７年超の場合、２年以内）］

利率（年）
【設備資金】特別利率 （ ％～ 5 ％）
【運転資金】特別利率 （ ％～ ％）

【設備資金】特別利率 （ ％～ 9 ％）

（注１） ご利用にあたっては、「訪日外国人旅行者対応計画書」が必要です。
（注２） ご利用にあたっては、振興計画認定組合の長（認定組合の長から委任を受けた支部長および理事を含みます。）が発行する「振興事業に係る

資金証明書」が必要です。
（注３） ご利用にあたっては、都道府県知事の「推せん書」が必要です（申込金額が 万円以下の場合は不要です。）。
（注４） 業種によって異なります。

 例えば、振興事業貸付（インバウンド対応関連）を利用し、

設備資金として５００万円を借入（担保を不要とする融資を利用）、７年返済にすると…

⇒ 適用利率は年 ％、借入当初のご返済額は約 万円（注）です。

（注） 元金と利息の合計額です。元金均等返済の支払利息はお借入残高に応じて変動します。

ご相談は

お気軽に

ご相談は、日本政策金融公庫国民生活事業の窓口までお気軽にどうぞ。

なお、審査の結果、お客さまのご希望に沿えないことがあります。

（注） 利率は平成  年 2 月 9 日現在です。ご返済期間や担保の有無等によって異なる利率が適用されます。
また、金融情勢によって変動いたしますので記載されている利率と異なる場合があります。

https://www.jfc.go.jp/ 
（受付時間：平日９時～１９時）
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お子さまの進学・在学を応援します！

ご融資額

金利

返済期間

（27年11月10日現在）

お子さま１人あたり350万円以内

年2.05％ 固定金利

15年以内

※外国の短大、大学、大学院に１年以上在籍する資金として利用する場合は、450万円以内

※母子家庭、父子家庭または世帯年収（所得）200万円（122万円）以内の方は、年1.65％

※交通遺児家庭、母子家庭、父子家庭または世帯年収（所得）200万円（122万円）以内の方は18年以内

国の教育ローン詳しくはWEBで！教育ローンコールセンター

※お客さまが加入されている電話でご利用いただけない
　場合は、03-5321-8656におかけください。

0570-008656

お気軽にご相談ください！

日本公庫国の教育ローン
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